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東北地方太平洋沖地震による電力の需給逼迫に対応した「輪番停電」への対応及

び省エネ・節電への取組について（依頼） 

 

 

 日頃より、東京都の施策の推進にご協力をいただき、ありがとうございます。 

 今般の東北地方太平洋沖地震の影響により、福島第一、第二原子力発電所を始め、

東京電力の設備に大きな影響が出ており、電力の需給状況は非常に厳しい状況に

あります。 

こうした中、１３日１５時に行われた経済産業大臣の記者会見では、東京電力では、

管内の地域ごとに計画的に停電を行う可能性があるとの発言がありました。 

詳細は、いまだ明らかになっておりませんが、非常発電装置稼動の準備をはじめ、

万全の対策を講じられるよう、関係者への周知並びに情報収集の徹底をお願い申し

上げます。 

 また、下記事項を参考に、省エネ・節電への取組の強化について、更なるご協力い

ただきますよう重ねてお願い申し上げます。 

 

 

省エネ・節電対策（例） 

 

・ エレベータ及びエスカレータの一部停止 

・ 不要な照明の消灯、廊下やホールの照明の部分的な消灯 

・ 昼休み、１８時に事務室の一斉消灯を実施 

・ 室内温度の適正化 

・ 暖房効率を高めるためにブラインドやカーテンを活用 

・ OA 機器の節電モード設定や未使用時の電源 OFF の徹底 
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